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市 の 人 口 
	

男 25,581人 
	

世 帯 数 14,709 

	

52,853人 
	

女 27,253人 
	

（昭和58年 6 月1日現在）住民基本台帳から 

親子連れで自然観察 

「野鳥の村」開村 

飯詰・味噌ケ沢の「野鳥の村」 で 5 月 22 	れの市民約100人が参加、野鳥のさえずり 

日、開村式を兼ね自然観察会が行われました。 	と野草の香りがいっぱいのコースを散策、自 

早朝から雨降りの悪天候でしたが、親子連 	然との触れ合いを満喫していました。 
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投
票
区
 

一
 
野
 
坪
 
小
 学
 
校
 

金
 
山
 
集
 
会
 

所
 

水
 
野
 
尾
 集
会
 

所
 

中
 
央
 
公
 
民
 

館

松
 
島
 
分
 
館
 

田
 
川
 
集
 
会
 
所
 

沖
 
飯
 
詰
 小
 
学

校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
  

中
 
川
 

湊
 

集
 
会
 
所
 

栄
 
小
 

学
 
校
 

五
所
川
原
第

三
中
学
校
 

森
 
の
 
家
 

南
 
小
 
学
 
校
 

五
所

川
原

小

学
校
 

市
 
民
 
文
 
化
 
会
 館
 

投
 
票
 
所
 

一
番
地
）
太

刀
打

（
尻
無
、
桃
崎
）
 
 

（
十
川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
ー
一
三
 

一
野
坪

（
石
畑
、
中
村
、

前
滝

）
漆
川
 

宮
田
）
 
金

山
 
悪
戸
、

田
4
1、
野
崎
、
川
代
田
、
 
 

水
野
尾
、
米
山
の
一
部
 

唐
笠
柳
、
 
一
野
坪
の
一
部
 

吹
畑
、

米
田
、
石
岡
、
漆
川
（
馬
性
）
 
 

田
川
、
高
瀬

の
一
部
 

沖
飯
詰
、

桜
田
 

長
橋

（広
野
、

藤
島

）
川
山
、

種
井
 

湊

（
千
鳥
、
船
越

）
 
 

米
崎
、
開
野
、
稲
葉

）
 
 

姥
蒐

（
桜
木
、
菖
蒲
、

船
橋

）
稲
実

（
 
 

ー
八
丁
目

）
梅
田
（

一
部
）
 
 

七
ッ
館
、
広
田
、
み
ど
り
町

（
一
丁
目
 

新
宮
（
岡
田
、

松
些

）
蘇
鉄
 

若
葉
一
丁
目

ー
三
丁
目
全

域

（
但
し
第
  

2
投
票
区

分
を
除
く
）
新
宮
町
、

芭
蕉
、
 
 

蓮栄 
沼町 

平八 
和重 
町菊 

十三
番
 
下
平

井
町
、
幾
世
森
、

中
平
井

町
、
上
 

一
番
、
ニ
番
七

の
八
、
七
の
十

一
、
七

の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目

一
番

六
の
七
、

ー
圧
、
若
葉
三
丁
目

一
番
、
 
 

東
雲
町
〕

長
僑
字
僑
元
、

若
葉
一
丁
目

末
広
町
、
錦
町
、
雛
田

（
さ
っ
き
町
、
 
 

三
の
九
、

六
の
三
，

六
の
四
、

六
の
六
、
 
 

平
井
町
、
敷
島
町
、

幾
島
町
、

柏
原
町
、
 
 

大一町東 
町ッ、町
谷旭、 
、町布

ド、屋
り川町
枝端、 
、町寺

弥、町
生鎌、 
町谷岩 
、町木

柳、町
町鳥、 
、森本 

投
 
票
 
区
 
域
 

不田 
魚町 
住 
新 
町 

元 
町 

(545号） ② 広報ごしょがわら 昭和58年（1983年）6 月15日 

取
水
塔
工
事
に
着
手
 

ル
町
浄
水

場
の
取
水

塔
及
び

岩
木

川

に
架

か
る
水

管
橋

築
造
 

L
事
の
地
鎮
祭
が

五
月
ニ

ー
日
、
 

現
地
で

行

わ
れ

ま
し

た
。
 

ル
町
浄
水

場
で

は
現
在
、
 

日
当

た
リ
最
大
七
千

八
百
 

の

水
を
岩
木

川
か
ら

取
っ

て
い

ま
 
 

す
が
、

そ
の

取
水
施
設
が

五
所

川
原
大

橋
の
建
設

地
と
重

な
っ

て
い

る
た
め
、

同
所

か
ら
ド

流

約
百

五
十

に
の
場
所

に
移
転
、
 

新
築

す
る
も

の
で
す
。
 

取
水

塔

は
鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
 

ト
、

高

さ
約
十

七

旨
で
、

水
中

ポ

ン
プ
を
内
蔵
す

る
。

こ
れ
ま

で

の
取
水
施
設

と
違
い
、

河
床

の
低

下
が

あ
っ

て
も
最
大

量
を

取
水
で

き
る

よ
う
に
設

計
さ
れ

て
い

ま
す
。
 

ま
た
、

水
管
僑

は
斜
張
橋

と

呼
ば

れ
る
珍

し
い
工
法

の

つ
リ

僑
で
、

外
観

も
美

し

い
仕
上
が

リ
に
な
リ

ま
す
。

総
工
費

は
、
 

約
四
億
六

r
力
円
で
、

十
二
月

下
旬

に
完

成
の

予
定
で

す
。
 

き
ょ

エ
事
に

協
力
を
 

驚馨元b』 

里で管 
、ー鳶二《 き 

市
で

は
昭

和
五
十
九

年
度
か

ら

一
部
供
用
開
始

に
向

け
、

公

共
下
水

道

の
管

き
ょ

工
事

を
行

っ
て

い
ま
す
が
、

今
回
次

の
箇
 
 

所
ー
ト

7
パ

ン
参
照
ー
で

施
行

し

て
お
リ
ま
す
。
 

ロ

エ
事

期
間
 
五

月
二

十
日

か
ら
八

月
三
十

一
日
ま
で
 

参
議
院

議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
は6

月
2
6日
で
す
 

忘
れ
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
 

当
市
で
は
、
投
票
所
入
場
券
を
配

布
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

次
ぎ

の
各
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
 
「あ
な
た
の
投
票

所
」
へ
お
気
軽

に
お
で
か
け
下
さ
い
。
 

o

住
所
要
件
 
昭
和
五
十
八

年
三
月
一
日
以
前
に
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。
 

o

年
齢
要
件
 
昭
和

三
十
八
年
六
月
二
＋
七
日
以
前
に
出
 

生
し
た
方
。
 

※
投
票
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

今
回
の
参
議
院

選
挙
は
新
し

い
制
度
に
よ
る
初
め

て
の

選
挙
で
す
。
従
来
「
全
国
区
」
と
「
地
方
区
」
と
い
う
名

称
で
し
た
が
、
全
国
区

の
制
度
が
改
正
さ
れ
「
比
例
代
表

選
出
議
員
」
選
挙
と
い
う
名
称
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
候
補

者
の
名
前
を
記

載
し
て
投
票
し
て
い
た
の
が
「
政
党
名
」
 

を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
法

に
変
リ
ま
し
た
。
地
方
区
の

制
度
の
方
は
、
 
「青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
」
選
挙
と
名

称
は
変
り
ま
し
た
が
、
従
来
ど
お
り
候
補
者
の
名
前
を
記

載
し
て
投
票
し
ま
す
。
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
注
意
し

て

下
さ
い
。
 

＠
投
票
用
紙
に

つ
い
て

（
投
票
順
序
は
青
森
県
選
挙
区
選

出
議
員
の
選
挙
の
投
票
が

先
に
な
り
ま
す
。）
 

参
議
院
青
森
県
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
 

薄
い
黄
色

に
黒
刷
り

（
候
補
者
名
を
記
載
し
ま
す
。）
 

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
 

白
色
に
赤
刷
り

（
政
党
名
を
記
載
し

ま
す
。
個
人
名

を
記
載
し
ま
す
と
無
効
に
な
り
ま
す
。）
 

※
ま
ず
受
付
を
し
、
名
簿
対
照
を
し

て
青
森
県
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙

の
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
記
載
所
で

候
補

者

一
人
の
名
前
を
書

き
、
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
の
投
票
箱

へ
入
れ
ま
す
。
 

次
ぎ
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
を
受

け
取
り
記
載
所
で
政
党
名
を

ー
つ
書
き
、
比
例
代
表
選
 r

 

r
 



『
 

出
議
員
選
挙
の
投
票

箱
へ
入
れ
ま
す
。
 

こ
の
際
、
投
票
用
紙
を
間
違
わ
な
い

よ
う
十
分
注

意
し

て
下
さ
い
。
 

＠
不
在
者
投
票
に

つ
い
て
 

六
月
二
＋
六
日

の
投
票
日

に
や
む
を
得
な
い
事
情
（
出

張
、
旅
行
、
出
稼
、
入
院
、
出
産
等

）
で
「
あ
な
た
の

投
票
所
」
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
次
ぎ
の
期
間
ま
で

に
不
在
者
投
票
を
し

て
下
さ
い
。
 

一
、
期
間
 
昭
和

五
十
八
年
六
月
二
十
五
日
 
午
後

五
時

ま
で

（
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
）
 

ニ
、
場
所
 
五
所

川
原
市
字
岩
木
町
産
経
会
館
四
階

会
議

室

（
市
役
所
隣
り
）
 

＠
郵
便
（
在
宅
）
投
票
に

つ
い
て
 

身
体
障
害
者
で
「

郵
便
投
票
証

明
書
」
の
あ

る
方
が
郵

便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
は
、
遅
く
と
も
六

月
二
＋
二
日
ま
で
に
不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
を
し

て
下
さ
い
。
証
明
書
の
有
効
期
限
は
四
ケ
年
で
す
。
確

認
し
て
下
さ
い
。
期
限
の
切
れ
て
い
る
方
は
、
交
付
さ

れ
て
い
る
証
明
書
及
び
印
鑑
を
持
参

の
う
え
早
目
に
選

挙
管
理
委
員
会
で
再
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
そ
の
他

重
度
の
障

害
の
あ
る
方
で
「

郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
た
い
方
は
選
管

へ
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

＠
開
票
に

つ
い
て
 

昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
六
日
午
後
七
時
三
＋
分
か
ら

市
民
体
育
館
で
開
票
し
ま
す
。
参
観
す
る
方
は
、
市
民

体
育
館
で

入
場
整
理
券
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

な
お
開
票
場
の
都
合
に
よ
り
入
場
を
制
限
す
る
こ
と

に

な
リ
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑥
立
会
演
説

会
の
お
知
ら
せ
 

参
議
院
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

の
立
会
演
説
会

を
次
ぎ
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十

一
日

（
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
）
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
。
演
説
時
間
は
候
補
者

一
人
三
十
分
の
予
定
で
す
。
多
数
お
い
で
下
さ
い
。
 

「
よ
く
見
」
 
「よ
く
聞
き
」
 
「よ
く
考
え
て
」
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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15 

小
 
曲
 
集
 
会
 

所
 

中
 
泉
 

集
 
会
 

所
 

梅中 

田央 

公 

分民 

館館 

中
 
央
 
公
 
民
 

館

俵
 
元
 
分
 

館
 

前
 
田
 
野
 
目
 
分
 館

中
 
央
 
公
 
民
 

館
 

高

野
文
化
セ
ン

タ
ー
  

羽
野
木
沢
小

学

校
 

長
 
富
 
集
 
会
 

所
 

毘
 
沙
 門
 
小
 学
 
校
 

戸
 
沢
 

集
 
会
 

所
 

浅
 
井
 
集
 
会
 
所
 

松
 
野
 
木
 
小
 学

校
 

野
 
里
 
小
 

学
 
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
  

飯
 
詰
 

藻
 
川
 
小
 

学
 
校
 

三
 
好
 

中
 
学
 

校
 

高中 

瀬央 

公 

分民 

館館 

松
 

島
 
会
 

館
 

小
曲
 

中
泉
 

梅
田
 

俵
元
、

原
子

（
紅
葉
）
 
 

前
田
野
目
 

高
野
、

持
子
沢
 

原
子
、

羽
野
木
沢
 

長
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢

（
石
田
坂
、
平
町
）
 
 

浅
井
、
七
ッ
館
の

一
部
 

松
野
木

（
大
開
、
福
岡
、

若
山
）
 
 

野
里
、
神
山
、

福
山
、

豊
成
 

飯
詰
、

下
岩
崎
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡

（
福
井
）
高
瀬

の

一
部
 

高
瀬
 

藤
巻
十
四
ー
六
八
番
地
〕
 
 

巻

一
三
〇

ー

一
五
〇
番
地
）
 
（
石
岡字

布

（
鳥
森
三
九
番

地
内
）
 
（
吹
畑
字
藤

松
島
町

（
一
丁
目
ー
八
丁
目

）
田
園
調
 

こ
の

間
、
 
一
部
通
行
止

と
な

る
箇
所

も
あ

り
、

車

の
通
行

や

商
店
、

歩
行
者

の
皆

さ
ん
に
大

変
ご

不
便
を

か
け
ま
す
が
、

公
 

ツベルクリン反応とBCGを接種 

ロ対 象 生後6 カ月から48カ月までです。 

（ただし、BCGの接種を受けた乳幼児は除きます。） 

ロお願い 

1.母子健康手帳を必ず持参して下さい。 

2．当日の朝、必ず体温を計って来て下さい。 

3.お子さんの体質を良く知っている方がお連れ下さい。 

地 区 名 ッべルクリ反応検査 BCG接種 

三好・七和・長橋 6 月29日困 7 月 1日圏 

五小学区・毘沙門 7 月 5 日（幻 7 月 7 日困 

南小学区・中川・梅沢 7 月12日困 7 月14日圏 

松島・飯詰・松島町 7 月20日困 7 月22日岡 

栄・みどり町 7 月27日（加 7 月29日圏 

ロ場 所 保健センター 

ロ受 付 午後1時から1時30分 

題
 

宙
（
 

ロ
 
ロ参加料 無 料 

ロところ

ロ講 師 

ン
」
 

ロ
 

隣り近所お誘い合わせのうえおいで

下さい。 

市民講座を開催 

鼻
ぐ
 

6 月25日仕） 

午後1時30分～ 3時

市中央公民館 視聴覚室

小舘衷三氏 

I元弘前実業高校教師、 
、 	郷土 史家ノ 

「正倉院御物と 

シルクロード」 

共
事
業

を
ご

理
解
い

た
だ

き
事

故

防
d
等

に
協

力
を

お
願
い
し

ま
す
〕
 



す
。
 

し
か
し
、

わ

た
し

た
ち
が
水

と
親
し

く
な
る
ほ
ど
、

水
難

事

故
が
多

く
な
る
こ
と
も
見

逃
が

せ
ま
せ
ん
。

事
故
の
大

半

は
六

月
ー
八

月
の
間

に
集
中
し

て
い

る
の
で

す
。
 

水

の
犠
牲

者
の
四

割
近

く
は

中
学

生
以

下
の
子
供
で

す
。

五

十
七

年
の
六

月
か
ら
八

月
ま
で

に
水

死
し

た
り
、

行
方
不

明
に

な
っ

た
子

供
（
中
学
生
以
下
）
 

は
四

〇
一
人
。

こ
の
う
ち
、

子

供
だ

け
で

事
故

に
遭
っ

た
と
い
 

ク
保
健

セ
ン

タ
ー
に

お
け

る
健
康
相
談

4
 

保
健
セ
ン
タ

ー
で

は
、
 
一
般

市
民
を
対

象

に
保
健
婦

に
よ
る

健
康
相

談
を

行
っ

て
い

ま
す
。
 

ご
自
由

に
お
い
で

下
さ
い
。
 

ロ
と

き
 

六
月
二
十
二
日

（
 

水

）
、

二
十
四
日

（
金
）
、

一
一

十
九
日

（
水
）
、

七
月
一
日

（
 

金

）
、

六
日

（
水
）
、

八
日

（
 

金

）
、

十
三
日

（
水
）
の

午
前

十
時

か
ら

午
後
三
時

ま
で

と
な

っ
て
い

ま
す
。
 

夏
の
暑
さ
は
わ
た
し

た
ち

を

水
辺
へ
と
駆
り
立

て
ま
す
。

海
、
 

川
、

谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
 
。
 

夏

は
水
が
恋
し

く
な

る
季

節
で
 

水
の
誘
惑
思
わ
ぬ

と

き
に
事
故

は
起
 こ 
る
 

楽しいけれど思うよっにいかず、悪戦苦闘のすえ、室 

よつやくできました。 

作りたい型と違いはあるが、焼きあがるのが楽し 

みです。 

自分で作った湯のみでお茶を飲む、さぞおいしいでしょう。 

ほんとうに楽しみです。 

っ
の
が
七

割

（
二
八

一
人
 

）
、

残
り
の

三
割
（
一
一
一

〇
人

）
は
保
護
者
が

近
く

に
い
な
が

ら
水

の
犠
牲

と

な
っ

て
い

ま
す
。
 

子
供
の
水

難
事

故

は
思

わ
ぬ
と
き
思

わ
ぬ
場
所
で

起

こ
り
ま
す
。

子
供
だ

け

で
水
泳
や
魚
釣
り

に
行

か
 

と
め
て

お
き
ま
し
ょ

、ユ
。
 

、
、I
'
if」
二f
二
Iーミ
l
I三
二f
、

f
、
J『
二
二‘i
i三
ニ
ーf
二
，（二
i
7
、
，f
ij
i二
J
、
子三
 

【
 

 一
しが
ま
つ
こ
 

陶
芸
教
 

市勤労青少年ホーム 

せ
な

い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
 

一
緒
に
海

や
川
へ
行
っ

た
 

と
き

は
、

子
供
の

こ
と
を
 

心

に
し
っ

か
り
と

つ
な
ぎ
 

役所の行政改革をはかるにはどれが一番だと思

し、ますか 

能率化、サービス精神を徹底さ
せる 

民間委託し役所の仕事の量を少
なくする 

行政の領域をはっきりさせ人事
など能率主義で貫く、 

公務員の資格検定制度を強化し
人材の開発育成に務める 

機械化をはかリ余剰人貝を市民
サービスにあたらせる 

問13 

1 34.2% 

2 

3 1.0% 必要人員以外は整理する 

あなたは自分の老後の生活をどのように考えて

おリますか。 

25.0％ 子供に面倒をみてもらう 

21.5％ 自分の財産（蓄え〕で生活する 

I. AOZ  国や地方自治体の社会保障にた
よる 

自分の働きで生活する 

それではあなたは自分の老後をどのよっに過ご

したいと思いますか。 

435％ 	蛋語き2ちは自分に適した職場
で働きたい 

	  趣味をいかしながらのんびりし 
たし、 

1 

' 
二 

3 

4 

間15 

1 

2 

32.4% 

43.5% 

41.8% 

5.0% 

4 	1 一 4% 

いろいろな奉仕活動をしたし、 

わからなし、 

問16 あなたは r近所づきあい、近隣関係」 を必要だ
と思いますか。 

必要だ 

どちらかといえば必要だ 

どちらかといえば必要でない 

必要でない 

関心がない 

20.3% 

0.3% 

0.3% 

1.5% 5 
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問17 ところでそのような「近所づきあい、近隣関係」 

の場として町内会というのがありますが、それ

が「まちづくリ」 のために十分活用されている

と思いますか。 

1 	 26.6％ 活用されている 

2 	40'3％ 	少し活用されている 

g 	 2い 5％ 活用されていない 

1 	 11.7％ わからない 

1 それでは（3), (4）と答えた方におたずねしま

す。次のうちであなたの考えに近いものをーつ
選んで下さい。 

42 	.0% I男内会活動をもっと充実すべき 
18.4% ツ霊認 町内会にかわる他の場、グルー 

プがほしい 

	I 
	1 

40.3% 

	~ 
22.2％ わからない 

10.6％ 関心がない 

2.5％ その他 

明
る
い

ゆ
た
か

な
 
シ

リ
ー
ズ
5
 

わ
ガ
ま

ち
つ
く
る
う
 

市
民
ァ
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

伽
五

所
川
原
青

年
会
議
所
 



市
民

の
皆
さ
ん
 

今
回
の
日
本
海
中
部
地
震
は
幾
多

の
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
だ
け
で
な
く
、
 

多
大
の
物
的
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
 

当
市
に
お
い
て
も
飯
詰
の
山
口
義

光
さ
ん
（
3
1歳
）
が
十
三
湖
に
お
い

て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念

で
あ
リ
、
心
よ
リ
哀
悼
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

被
害
金
額
も
土
木
、
農
林
、
住
宅
、
 

商
品
、
そ
の
他
で
総
額
で
三
十
億
円

を
突
破
し
て
お
り
ま
す
。
被
災
者
の

方
々
に
心
か
ら
御
見
舞
い
申
し
L
げ

ま
す
。
 

市
と
し
て
は
、
全
力
を
尽
し
て
災

害
復
旧
に
あ
た
っ
て
お
リ
ま
す
が
、
 

同
時
に
政
府
、
国
会
、
県
、
県
議
会

等
関
係
機
関
に
対
し
、
救
済
に
あ
た

っ
て
万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
強
く
陳

情
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

先
の
五
所
川
原
山
林
火
災
に
引
き

続
い
て
の
今
回
の
地
震
災
害
で
は
あ

リ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
単
に
不
運
、
 

不
幸
と
し
て
な
げ
き
悲
し
む
の
で
は

な
く
、
新
生
圧
所
川
原
に
と
っ
て
の

一
つ
の
試練
と
し
て
受
け
止
め
、
五
 

一
 
力市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
か
ん
  一
 

難
を
乗
り
越
え
よ
う
で
は
あ
リ
ま
せ
一
 

ス
カ
 

【
 

五
所
川
原
市
長
 
森
田
 
稔
夫
一
 

(545号） 

西北五広域圏を代表して激甚災害指定を北村知事に要請 
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被災された市民のみなさんに 
心からお見舞い申し上げますノ 

五
月
二
十
六
日

に
発
生
し
た
日
本
海
中

部
地
震
は
、
当
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
飯
詰
字
影
日
沢
の
山
口
義
光

さ

ん
が
津
浪
で

死
亡
、
ま
た
、
そ
の
被
害
額

は
二
十
九
億
八
百
余
万
円

（
五
月
二
十
七

日
現
在

）
に
達
し
て
い
ま
す
。
 

建
物

の
被
害
は
、
住
家
及
び
非
住
家
の

半
壊
、
 
一
部
破
損
が
百
三
十
二
戸
（
被
害

額
五
億
七
千
六
百

万
円
）
、
河
川
、
道
路
、
 

橋
梁
等
の
土
木
施
設
関
係
が
百
七
十
四
カ

所

（
被
害
額
十
億
六
千
五
百
万
円
）
、
商

店
等

の
商
品
、
什
器
、
備
品

の
破
損
は
市

内
一
円
に
わ
た
っ

て
お
り
（
被
害
額
十
億

円
）
、

水
田
の
浮
苗
等
に
よ
る
被
害
面

積

が
六
百
五
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま
し

た
。
 

ま
た
、

人
的
被
害
で
は
津
浪
で

一
人
が

死
亡
、
三
人
が
軽
傷
を
負
っ

て
お
リ
ま
す
。
 

市
で

は
、
森
田
市
長
を
本
部

長
と
す
る
 

「
日
本
海
中
部
地
震
五
所
川
原
市
災
害
対

策
本
部
」
を
設

置
、
被
害
の
実
態
調
査
を

す
る
一
方
、

災
害
相
談
所
を
設

け
、
擢
災

証
明
書
を
発
行
。

断
水
に
見
舞
わ
れ

た
鯵

ケ
沢
町
、
中
里
町
等
に
給
水
車
を
派
遣
、
 

被
災
世
帯
に
対
す
る
市
税
の
減
免
措

置
を

実
施
し

て
い
ま
す
b
 

ま
た
二

十
七
日
現
地
入
リ
し
た
加
藤
国

土
庁
長
官

を
団
長
と
す
る
政
府
災
害
対
策

視
察
団
の

」
行
に
北
村
知
事
及
び

西
海
岸

各
町
村
長
と
、

激
甚
災
害
財
政
援
助
法

の

適
用
な
ど
、

災
害
復
旧

の
た
め
の
財
政
、
 

金
融
面
で

の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
陳
情
し

ま
し
た
。
 



ク
激
甚
災

害
の
指

定
を
4
 

市
長
ら
知
事
に
要
望
 

一
方
、
西
北
五
地
域
広
域

市
町
村
圏
協
議
会

（
会
長

・

森
田
市
長
）
は
六
月
一
日
、
 

青
森
県
に
対
し
地
震
災
害
復

興
対
策
と
し
て
激
甚
災
害
の

指
定
な
ど
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

陳
情
に
は
西
北
五
広
域
圏

の
十
四
市
町
村
長
が
参
加
、
 

森
田
市
長
か
ら
北
村
知
事
に

陳
情
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

広
域
圏
で
は
約
三
百
億
円

の
被
害
を
受
け
た
と
し
て
、
 

①
激
甚
災
害
の
指
定
②
浮
き

苗
の
代
替
苗
の
確
保
③
天
災

融
資
法
の
発
動
④
天
災
資
金

や
白
作
農
維
持
資
金

の
枠
拡

大
O
地
方
債
の
全
額
充
当
と

特
別
交
付
税
の
増
額
 

な

ど
十
項
目
の
実
現
を
要
望
し
 

た
も
っ
で
十
 

こ
れ
に
対
し
知
事
は
、
 
「
 

西
北
五
は
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
地
域
で
あ
り
、
住
宅

の
新
築
や
改
築
な
ど
に
つ
い

て
制
度
上
の
検
討
を
し
た
い

趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る
の

で
、
連
絡
を
取
リ
な
が
ら
共

に
復
興
に
あ
た
り
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。
 

豆
）
む
「ち
線
谷
酒ー

 

ユ
ソ
ク
塀
も

ー
I
ノ
 

天
災
資
金
等
の
融
資
を
陳
情
 

被
害

農
家
を

救
済
 

今
回
の
地
震
で
、

二
十
日
以
降
移
植
し

た
水
田
を
中

心
に
浮
苗
の
被

害
が
多

発
、
ほ
か
に
水
田
の
沈
下
や
亀

裂
、
隆
起
、

た
め
池
の
亀
裂
、
農
道

の
陥
没
等
水

田
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

二
年
続
き
の
冷
害
を
受
け

た
農
家
を
唖
然

と
さ
せ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
被
害
農
家
救
済

の
た
め
①
天
災

資
金
並
び

に
自
作
農
維

持
資
金

の
融
資
の
適
用
、
②
水
稲
作
付
不

能
水
田
の
転
作

田

へ
の
転
換
適
用
、
③
沈
下
水
田
並
び

に
農
業
用
施
設

の
災
害
早
期
復
旧
対
策
 
を

県
及
び

関
係
機
関
に
陳
情
し
ま
し
た
。
 

道
路
の

亀
裂
を
視
察
す
る
森
田
市
長

孤

山
で

『
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崩
れ
落
ち
た
土
蔵
の
壁
 

中
泉
で
）
 

の
弔
慰
金

を
支
給

す
る
こ
と
を
 

決
定
、
義
光

さ
ん
の

葬
儀
が
行
 

わ
れ
た
六

月
三
日
森
田
市
長
が
 

父
徳
四

郎
さ
ん

に
手
渡
し
ま
し

た
。
 

f
 

山
口

さ
ん

の
遺
族
に

弔
慰
金
 
半

壊
住
家
に
見
舞
金
品
贈
る
 

北
郡
市
浦
村

・
十
三
湖
の
河

口
付
近
で

釣
り
を
し
て
い

て
津

浪
に
襲

わ
れ
行

方
不
明
だ
っ

た

市
内
飯
詰

字
影

日
沢
一
七

ニ
ー
 

一
八
、
無
職
山

口
義
光
さ
ん

（
 

三
一
）

は
、
家
族

の
願

い
も
む

な
し
く
五
日
後

の
三
十

一
日
午

後
二
時
過
ぎ

河
口
付
近
で
水
死

体
で
発
見

さ
れ
ま
し

た
。
 

地
震

に
よ
る
市
内
で

唯

一
の

犠
牲
者

と
な
リ
ま
し
た
。
 

義
光
さ
ん

は
、
友
人

の
中
里

町
亀
山
の
タ
ク

シ
ー
運
転

手
加

藤
博
光

さ
ん
と
十

三
湖
の

突
堤

で
釣
リ
を
し

て
い
た
も

の
で
、
 

加
藤
さ
ん
は
、
 
「
地
震
が

起
き
 

た
の
で

津
浪
が
き
て

は
と
思

い
、
 

そ
の
ま
ま
十

三
湖
大

橋
の
方

へ

逃
げ
ま
し

た
が
、

義
光

さ
ん
は

波
に
の
ま
れ
行

方
不

明
と
な
り
、
 

私
は
辛
う
じ

て
難
を

逃
れ

た
。
 

一
瞬
の
こ
と
で
あ
リ
，
夢
中

だ
っ
た
の
で

よ
く
覚
え

て
い
な

い
が
、
義
光
さ
ん
も
私

と
と
も

に
一
目
散

に
逃
げ

た
こ
と
は
確

か
だ
っ

た
の
だ
が
 

」
 
と
恐

怖
の

一
瞬
を
語
っ

て
い
ま
す
。
 

市
で
は
地
震
の
犠
牲

と
な
リ

っ
た
義
光

さ
ん
の
遺
族

に
、
 
「
 

五
所
川
原
市
災
害
弔
慰
金

の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
第

三
条

の

規
定
」
を
適
用
、
百
五
十
万

円
 

市
で

は
、
地
震

に
よ
リ
住
家

が
半
壊
以

L

の
被
害
を
受
け
た

市
内
藻

川
の
農
業

竹
谷
健
六
さ

ん
ら
十

六
世
帯
 
保

育
園

プ
）
 

に
日
赤

か
ら
の
義
援
品
を
含

め

見
舞
金

品
を
贈

リ
、
六
月
二

日

午
後
森
田
市
長
ら
が

巡
回
手
渡

し
ま
し

た
。
 

書類箱が崩れ落ちた 

市庁舎の地下書庫 

十三湖では行方不明者の捜索が懸命に行われた 

，民 
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す
）

に
つ
い

て
は
、
そ
の
被
害

額
の
程

度
に
よ
っ

て
所
得
税
な

ど
の
国
税
が

減
額
さ
れ
た
り
、
 

ま
た
、

納
税

や
申
告
、
申
請
等

の
期
限

が
延
長
さ
れ
る
救
済
の

道
が
あ
り
、

納
期
を
延
長
し

た

場
合

は
延
滞
税

等
余
分

の
負
担

を
お
か
け
し

な
い

こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
後
日

ご
相
談
い

た
す

こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

住
宅
・
家

財
等

の
損
害
額
を
確
認
し
記

録
し

て

お
か
れ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
五
所

川
原

税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

日本海中部地震中小企業災害復旧資金 

特別保証融資制度（略称④）を実施 

5 月26日の日本海中部地震災害によリ被害を受けた中小 

企業者に対し災害復旧を図るため長期・低利の資金の融資 

に対して保証を行うことになりました。 

~  1．実 施 期 間  6 月 6 日から 7 月31日まで 

、 	2，保 証 条 件 

(1）資金の 使途 災害復旧のために必要とする運転資 

金及び設備資金 

1企業につき30,000千円以内（ただ

し、必要最少限度の金額に限る。） 

運転資金5年以内 設備資金7年以内

証書貸付の保証 

一括払又は割賦償還（運転資金につ

いては、6 カ月以内、設備資金につ

いては 1年以内の据置期間を設ける

ことができる。） 

⑥利息及び保証料 利 息 年 6' 7% 

保証料 年 0.9%（全額免除 負担

割合 県80%、市町村20%) 

⑦保証人及び担保 保証人は 1名以上とじ、必要に応じ

て担保を徴する。 

(8）添 付 書 類 市長の発行する擢災証明書を添付す

ること。 （認定委員会の認定を受け

たもの） 

3.取扱金融機関 農協を除く金融機関 

4.お 問 合せ 先 市商工観光課（丑⑩2111 内線260) 

五所川原商工会議所（廿⑩2121) 

D.受 付 場 所 取扱金融機関及び信用保証協会 
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「災
害
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興
住
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」
の
 

融
資
の
申
込
み
受
付
 

市税減免を実施 
このたびの日本海中部地震で被災された納税者の皆様に心

からお見舞い申し Lげます。災害を受けられた方々について

は被害額の程度により次のとおり市税減免を行いますので、 

申請書に被害を証する証明書を添付して税務課へ提出して下

さ し、 

1.市（県）民税および国民健康保険税 

住宅又は家財の価格の100分の30以上の損害で前年中の所

得金額が400万円以下の場合 

＼ぐ 
減 免 の 割 合 

100分の30以上 
100分の50未満のとき 

100分の50 
以上のとき 

200万円以下であるとき 5割以内 10割以内 

300万円以下であるとき 乙5割以内 5割以内 

300万円を超えるとき 1.25割以内 25割以内 

乙固定資産税（家屋） 

損 	害 	の 	程 	度 減免割合 

全壊、流失、埋没による復旧不能のとき 10割以内 

6 割以 Lの価値を減じたとき 8割以内 

4 割以上6 割未満価値を減じたとき 6割以内 

2割以 L4割未満価値を減じたとき 4 割以内 
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乳幼児の健康診査 

⑨ 昭和58年（1983年）6 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （545号） 

積極的に結核検診を受けましよう 
結核を早い機会に見つけるために、結核予防法第 4 条、 7 条に基ついて行4 

われる定期検診です。16歳以上の市民が対象です。 

レントゲン撮影は着衣のままで出来ますが、金具（ネックレス等）は外して

ください。撮影時間は、 1人当り20秒くらいです。配布の受診票にご記入の上

ご持参ください。都合の良い場所で受診してください。料金は無料です。 

なお、くわしいことを知りたい方は市保険衛生課（廿⑩21 11番内線270番） 

結核検診 日 程 

月 	日 地 	区 	名 場 	 所 時 	間 

6 月15日 

下平井町．幾 世 森 
敷 島 町，さっき町 
末 広 町．柏 原 町~ 
中 	平 	井 	町 
上平井町．平 井 町 
錦 	町．幾 島 町 

老人ホームく るみ園前 
敷 	島 	分 	院 	前 
五 所 川 原保健所前
五 所 川 原 小学校前
上 平 井 町 集 会 所
新 岡 肥 料 店 前 
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コミニュテイセンター中川 
種 	井 	公 民 館 
団 地 県 営集 会所前 
森 	の 	家 	前 
新 宮 公 民 館 前
川 浪 民 也 宅 前 
大 	川 	商 	店 	前 
高 	瀬 	集 	会 	所 
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田 	川 	集 	会 	所 
小 笠 原 清 衛 宅 前
三 好 保 育 園 前
コミニュテイセンター三好
小 曲 集 会 所 前 
工 	藤 	勲 	宅 	前 
平 和 町 集 会 所 前 
白 	衣 	神 	社 	前 
鹿 内 雄 太 郎 横 
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寺 田 武 道 宅 前
寺 田 時 雄 宅 前
小 山 内 光 春 宅 前
水 野 尾 集 会 所 前
太 田 寛 蔵 宅 前
成 田 理 容 所 前 
梅 	沢 	支 	所 	前 
中 泉 集 会 所 前 
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6 月22日 

東 雲 町，雛~ 	田I 
大 	町，旭 	町 
東 町．布屋町．弥生町 
元 	 町 
成 田 町．柳 	町 
新 	 町 
本町．寺町．岩木町．川端町 

専売公社五所川原営業所前 
斎 	勝 	駐 車 	場 
西 	北 	病 	院 	前 
元 	町 	集 	会 	所 
北 	村 	商 	店 	前 
新 町 集 会 所 横
市 民 文 化 会 館 前 
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姥 蒐 集 会 所 前 
消 	防 	屯 	所 	前 
一 戸 淳 一 宅 前
鳴 海 謙 一 宅 前 
大 	原 	酒 	店 	前 
白 戸 義 勝 宅 前
秋 田 重 勝 宅 前
コミニュテイセンター 栄 
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6 月24日 

湊 
湊 団 地．八 重 菊 
鎌 谷 町．鳥 	森 
一 	ッ 	谷 
田 	園 	町 
松島町1丁目． 2 丁目
松島町 7 丁目，8 丁目
松島町4丁目．5丁目．6丁目
松 島 町 3 丁 目 

平 山 タ イ ャ 宅 前
湊 団 地 集 会 所 前
旧 鎌 谷 集 会所跡地
大 和 山 道 場 前 
前 	田 	商 	店 	前 
木 村 昂 悦 宅 前
菊 地 理 容 所 前 
毛 	内 	商 	店 	前 
松 	島 	会 	館 	前 
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乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程

で行います。該当する赤ちゃんには受診さ

せるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後1時～ 1時30分まで

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在病気治療中か他の医療機関で健康診

査を受けている乳幼児はご遠慮下さい。 

6 カ月児、 1歳児は健康相談のみです。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行い

ます。 

ロお願い 3 歳児健診は、尿検査も行いま

すので、当日きれいに洗った小

びんに尿を入れてもってきてく

ださい。 

ロところ いずれも保健センター 
（新町バス停前） 

月 齢 対 	象 	児 と 	き 

6 カ月児 昭和57年11月生まれ 6 月21日 

1 歳児 昭和57年 5 月生まれ 6 月27日 

1
6
 

日
 
歳
児
 

力
  

昭和56年12月生まれ 6 月28日 

3 歳児 昭和54年具月生まれ 
‘乙 

6 月16日 

月 齢 対 	象 	児 と 	き 

3 カ月児 昭和58年 3 月生まれ 7 月12日 

6 カ月児 昭和57年12月生まれ 7 月19日 

1 歳児 昭和57年 6 月生まれ 7 月25日 

1
6
 

歳
児
 

口月
 

カ
  

昭和57年 1月生まれ 7 月26日 

3 歳児 昭和55年l月生まれ 
' 

7 月15日 

, 

, 
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五所川原交通安全協会 

(ft ② 5650) 

特別講習（みなす講習）を実施 

運転免許証更新者（7ア持別講習を

実施しますので、下記事項を参

照の上お申込み下一さい。 

Iコと き 7 月22 日（金） 

午後7時から 

ロところ 市中央公民館 

口対象者 (-i'）協会貝であること

い）日召和58年8 月1 日
から昭和58年12月31 

日までに更新する 

人。ただし、優良 

運転者（更新時過 

去3年間無事故・ 

無違反者） を除く。 

ロ申込み 申込み用紙は安協窓

口に準備してありま

すので、記入の上7 
月10日まーでお申込み 

-Iこーさい。 
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康
 

診
断
」
を
行
っ
て
い
ま
す
0
 

出
稼
ぎ
前
に
受
診
す
る
よ
う
 

に
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
診
断
内
容
 

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
心
電
 

図
検
査
 

ロ
申
込
み
期
間
 

四
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
十
 

五
日
ま
で
 

ロ
申
込
み
先
 

市
民
課
出
稼
対
策
係

（
廿国
 

2
1
1
1
・
内
線
2
8
0
）
ま
 

た
は
各
支
所

へ
 

「市
民
弓
道
教
室
」
 

を

開

催
 

五
所
川
原
弓
道
会
主
催
（
市

教
委
後
援
）
の
「
弓
道
教
室
」
 

〇
開
設
場
所
ー
市
教
育
委
員
会
、
 

教
育
相
談
室
 

O
相
談
内
容
→
性
格
や
行
動
に

心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
（
乱
 

暴
、
内
気
、
非
行
、
登
校
拒

否
、
奇
癖
、
学
業
不
振
、
そ

の
他
）
 

→
身
体
や
感
覚
器
官
に
問
題
 

が
今
年
も
次
の
日
程
で
開
か
れ

ま
す
。
 

弓
道
会
の
有
段
者
が
親
切
に

指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 
 

を
も
つ
お
子
さ
ん
（
ノ
イ
ロ
 

ー
ゼ
、
夜
尿
、
車
よ
い
、
偏

食
、
ど
も
り
、
視
聴
覚
障
害

そ
の
他
）
 

〇
相
談
員
ー
県
教
育
セ

ン
タ

ー
 

指
導
主
事
及
び
、
専
門
的
知
 

識
、
経
験
等
豊
か
な
小

・
中
 

・

高
校
教
諭
 

O
申
込
方
法
 
子
約
制
で
す
の
 

で
相
談
を
受
け
た
い
本
人
、
 

ロ
期
間
 
六
月
二
十

一
日
か

ら
九
月
十
七
日
 

ロ
日
時
 
毎
週
火

・
土
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
 

口
会
場
 
三
道
会
館
弓
道
場

ロ
お
間
合
わ
せ
・
申
込
み
先

市
内
新
町
成
田

ハ
ン
コ
店

（
 
 

保
護
者
、
学
校
の
先
生
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
電
話
又
は
直
接

お
い
で
に
な
リ
、
ご
相
談
下

さ
い
。
 

（
。
〇

一
七
三
⑩
局
二

一
一

一
 
内
線
二
四
七
）
 

※
料
金
は
い
っ

さ
い
無
料
で

す
。
 

。
O
l
o
8
3
  
)
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

(5
8・
4
・
1
日
、
5
9・
3
 

3
1日
）
 

田
中
三
千
男
、
中
谷
比
瑳
夫
、
 

其
田
動

（
以
上飯
詰
地
区

）
、
 

長
沢
正
美
、
工
藤
柾
光

（
以
上

小
曲
地
区

）
、
竹
谷
政
美
、
前

田
公
範

（
以
上梅
沢
地
区
）
、
 

清
野
敏
夫
、
高
橋
寿
、
小
坂
竹

五
郎

（
以
上
松
島
地
区
）
、
野

呂
国
四
郎
、
 一
戸
正
道
、
木
村

幸
治
、
開
米
実
枝

（
以
上
三
好

地
区
）
、
松
川
利
雄
、
原
田
信

英

（
以
上
毘
沙
門
地
区
）
、
金

谷
美
明
、
新
谷

一
郎

（
以
上
七
 
 

和
地
区
）
、
奈

良
岡
陸
奥
男
、
 

吉
岡
留
四
郎
、
 

石
谷

一
昭

（
以

上
中
川
地
区
）
 

木
村
長
四
郎
、
 

福
士
泰
四
郎

（
 

以
上
栄
地
区
）
 

間
山
正
司
、
斎

藤
由
雄

（
以
上

長
橋
地
区
）
、
 

山
川
定
助
（
五

所
川
原
地
区
）
 

出
稼
相
談
員
 

(
  5
8・ 
4

・
  

1
日
ー
6
0・
3
 

・

3
1日
）
 

賀
谷
宝
雄
、
 

 
前
田
勘
一
郎
、
 

其
田
才
一
 
（
以
上
飯
詰
地
区
）
 

敦
賀
光
雄

（
小曲
地
区

）
、
福

士
明
雅
、
関
幸
雄

（
以
上
梅
沢

地
区
）
、
工
藤
九

一
郎
、
高
橋

信
一
、
高
橋
佐
次
兵
衛
、
蒔
田

正
美

（以
上
松
島
地
区
）
、
長

尾
幸
雄
、
 一
戸
慶
喜
、
竹
谷
誠

之
助
（
以
上
三
好
地
区
）
、
田

村
勉
、
鳴
海
柾
吉

（
以
上毘
沙

門
地
区
）
、
金
谷
由
美
、
大
坂

力
男
、
今
喜
代
吉

（
以
上
七
和

地
区
）
、
岡
田
伊
蔵
、
秋
田
富

治
、
松
沢
系

一
郎
、
岡
田
与
一
 

出
稼
ぎ
前
に
健
康
診
断
を
 

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
 

r
 

【
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,
 

模
範
出
稼
ぎ

で
受
賞
 

桜
田

の
笠
井
豊
さ

ん
 

市
出
稼
協
会
会
貝
で
市
内
桜

田
の
笠
井
豊
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
 

神
奈
川
県
建
設
労
働
者
受
入
協

議
会
会
長
賞
、
神
奈
川
県
建
設

業
協
会
会
長
賞
を
受
け
ま
し
た
。
 

優
良
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し

て
、
 

東
北
で
五
十
人
受
賞
し
た
な
か
 

市
内
戸
沢
出
身
で
終
戦
間
際

父
と
と
も
に
旧
満
州
の
開
拓
団
 

の

一
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

笠
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三

年
の
秋
に
出
稼
ぎ
に
出
て
以
来

今
日
ま
で
十
四
年
間
、
横
浜
市

の
小
沼
工
務
店
に
就
労
し
、
事

故
も
な
く
ま
じ
め
な
仕
事
ぷ
り

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

に
入
植
、
 
一
時
行
方
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
女
性
が
三
十
八
年
ぶ
 

笠
井
さ
ん
は
、
 
「身
に
余
る

賞
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全

第

一
を
心
が
け
、
頑
張
り
た
い
 

」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 
「出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
は
、
市
出
稼
協
会
に
加
入

し
、
健
康
診
断
を
受
け
、
グ
ル
 

ー
プ

・
届
出
就
労
、
事
故
見
舞

金
制
度
に
加
入
し
て
行
っ

て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

り
に
家
族
を
伴
っ
て
永
住
帰
国
、
 

五
月
二
十
五
日
な
つ
か
し
い
生

ま
れ
故
郷
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。
 

こ
の
女
性
は
、
市
内
戸
沢
字

畑
林
、
斎
藤
敏
雄
さ
ん
の
妹
き

よ
さ
ん
（
五
四
）
ら
七
人
家
族
。
 

き
よ
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年

三
月
父
喜

一
郎
さ
ん
と
と
も
に

間
島
省
輝
春
県
の
飯
詰
村
開
拓

団
に
入
植
。
終
戦
後
の
食
糧
難

な
ど
か
ら
喜

一
郎
さ
ん
が
間
も

な
く
死
亡
、
き
よ
さ
ん
も
行
方

が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
戦
時
死

亡
宣
告
を
受
け
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
三
年

十
月
、
本
人
か
ら
の
便
り
に
よ

り
生
存
が
確
認
さ
れ
、
戸
籍
が

回
復
、
五
十
四
年
十
二
月
に
は

一
人
で
一
時
帰
国
し
て
い
ま
す
。
 

き
よ
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
一

年
三
月
、
中
国
人
の
石
永
貴

（
 

シ
ュ
ン
ク
ウ
イ
）
さ
ん
と
結
婚
、
 

「
婦
人

ス
ポ
ー
ツ

の
集
い
」
 

参
加
者

を
募
集
 

今
年
は
「
伸
」
を
テ
ー
マ
に
、
 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
等
四
種
目
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
参
加
資
格
 
地
域
婦
人

に

限
る
。
 

ロ
募
集
人
員
 
三
十
人
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
六
月
三

十
日
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会

・
保
健
体
育
課

（
。⑨
3
1
 

9
1
番
）
 

四
男
三
女
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
 

永
住
帰
国
し
た
の
は
、
永
貴

さ
ん
ほ
か
二
女
志
花

（
チ
ホ
ウ

ア
）
さ
ん
の
夫
失
庚
仁

（
ク
ウ

ア
ン
チ
ン

エ
ン
）
さ
ん

（
二
八
 

）
、
そ
れ
に
四
人
の
子
供
た
ち

で
す
。
 

二
＋
五
日
昼
前
、
市
庁
舎
に

帰
国
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た

一
行

は
、
船
水
総
務
課
長
か
ら
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
受
け
、
中
国
で

中
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
と

い
う
庄
仁
さ
ん
は
、
 
「
日
本
は

車
が
多

い
の
に
驚
い
た
。
青
森

県
は
と
て
も
美
し
い
。
言
葉
が

よ
く
通
じ
な
い
の
で
苦
労
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
家
族
そ
ろ
っ

て
、
よ
く
勉
強
し
皆
さ
ん
と
仲

良
く
し
て
い
き
た
い
」
 
と
語
っ

て
い
ま
す
。
 

郎
（
以
上
中
川
地
区
）
、
木
村

一
夫
、
藤
田
勇
勝
、
山
田
善
蔵
 

（
以
上
栄
地
区
）
、
須
藤
初
男
、
 

横
島
誠

一
、
須
藤
誠

一
 
（
以
上

長
僑
地
区
）
 

出
稼
留
守
家
庭
 

婦

人
世

話
人
 

(
5
8・
4

・
1
日
、
6
0・
3
 

・

3
1日
）
 

太
田
と
み
子
、
乳
井
み
し
、
 

佐
藤
ト
シ
、
鳴
海

マ
ッ
ェ
、
鳴

海
悦
子
、
船
水
キ
ヌ
、
其
田
み

よ
の
、
北
村
裕
子
、
三
浦
り
さ
、
 

光
村
花
見
、
小
野
せ
い
子

（
以

上
飯
詰
地
区
）
、
成
田
ト
ミ
エ
、
 

長
沢

ユ
リ
、
三
浦
カ
ネ

（
以
上

小
曲
地
区

）
、
福
井
チ

ェ
、
竹

谷
ヤ
エ
、
土
岐
ミ

ェ
、
関
ト
シ
、
 

浅
利
か

つ
、
今
雪
江

（
以
上
梅

沢
地
区
）
、
工
藤
春
代
、
須
郷

シ
サ
、
対
馬
和
子
、
島
谷
節
子
、
 

蒔
田
せ
ち
、
寺
田
キ
ヌ
、
太
田

恭
子
、
太
田
ハ
マ
、
小
田
桐
文

枝
、
太
田
キ
ク
ェ
、
小
坂
洋
子
、
 

清
野
タ
ミ

（
以
上
松
島
地
区
）
、
 

木
村
あ
い
、
渋
谷
よ
つ
、
小
笠

原
ヒ
ェ
、
長
尾
昭
子
、
桜
庭
ミ

ョ
、
渡
辺
イ
ツ
、
渡
辺
ヤ
チ

ェ
、
 

乗
田
と
み
、
川
浪
ツ
サ
、
成
田

ミ
ョ
、
高
橋
ち
え
、
乗
田
ツ
セ
 

（
以
上
三
好
地
区
）
、
沢
田
キ

ヌ
エ
、
山
口
栄
子
、
山
口
敬
子
、
 

成
田
サ
コ
、
高
橋
啓
子
、
猿
賀

リ
ョ
ェ

（
以
上
毘
沙
門
地
区
）
、
 

金
谷
シ
サ
、
品
川
セ
ッ

ェ
、
大
 

坂
文
恵
、
大
坂
千
代
、
長
峰
サ

ダ
、
長
峰
き
ぬ
え
、
新
谷
イ
ツ
、
 

伊
藤
順
子

（
以
上
七
和
地
区
）
、
 

外
崎
キ

ェ
、
舘
山
ヤ
ェ
、
秋
田

カ
ッ
エ
、
片
山
タ
キ
、
小
野
コ

ト
、
舘
山
ッ
ョ
、
藤
森
静
江
、
 

笠
井
美
江
、
古
川
サ
ダ
、
外
崎

初
枝
、
山
形
ヤ
ェ
、
山
形
リ
セ
、
 

藤
森
ミ
サ
オ

（
以
上
中
川
地
区
 

）
、
渋
谷
き
ぬ
え
、
山
田
ま
み

裏
、
木
村
ト
シ
、
藤
田
き
や
、
 

鹿
内
の
り
子
、
 一
戸
ミ
ド
リ

（
 

以
上
栄
地
区
）
、
三
上
カ
ッ
ェ
、
 

今
和
子
、
土
岐
ユ
キ
、
須
藤
ヤ

ェ
、
松
野
リ
ッ
ェ
、
木
村
て
る
、
 

高
谷
ボ
コ
、
斎
藤
レ
イ
子
、
長

尾
て
る

（以
上
長
橋
地
区
）
 

議ようこそ故郷ノ＼議 

七
人
家
族
、
中
国
か
ら

永
住
帰
国
 



広
田
団
地

の
積
立

分
譲
住
宅

に
関
す
る

説
明
会
を
、

六
月
一
一

十
六
日

（
日
）
午
前

十
時
か
ら

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

セ
ン
タ
ー
栄
で

開
き
ま
す
。
 

積立分譲住宅に関する説明会 
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青
森
県
統
計
協
会
で

は
、
統

計
思
想
の
普
及
向
上

と
統
計

の

表
現
技

術
の
研
さ
ん

に
資
す
る

た
め
、
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
 

ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

募
集
要

領
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

ロ
応
募
資
格
 

第

一
部
 
小
学
生

（
三
年
生
 

以
下
）
 

第
二
部
 
小
学
生

（
四
年
生
 

．
 
以
上

）
 

第
三
部
 
中
学
生
 

第
四
部
 
高
校
生
以
上

の
学
 

生
・
生
徒
 

第
五
部
 
一
般
 
 

ロ
課
題
 

各
部
と
も
自

由
と
し

ま
す
。
 

た
だ
し
、

第

一
部
の
作
品

に
つ
い

て
は
、

児
童
が

自
ら

観
察
し

た
結
果
を
グ

ラ
フ
に

し
た
も

の
と
し
ま
す
。
 

ロ
応
募

作
品
 

用
紙
の
大

き
さ
 

第

一
・
二

・
三
部

（
B
2
 

判
仕
上

寸
法

）
7
2m
×
賠
 

m
 

第
四
・
五
部

（
B
l
判
仕

上
寸
法

）
町

m
×
鵬

m
 

各
部
と
も
紙
質

・
色
彩
は
自

由
と
し
ま
す
が
、

裏
面
の
板
 
 

張
り
、
表
面

に
セ
ロ
ハ
ン
・

カ
バ
ー
な
ど

を

つ
け
る
こ
と

は
認
め
ま
せ
ん
。
 

ロ
締
切
日
及
び

送
付
先
 

昭
和

5
8年
8
月

2
0日
ま
で

に
市
総
務
課
企
画
室

・
統
計

調
査
係
へ
提
出
し

て
く
だ

さ
 

し
 

入
選
者

に
は
賞
状
及
び

副
賞

を
、
選
外
出
品
者

に
は
記
念

品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
 

ロ
入
選
発
表
 

入
選
者
の
発
表

は
、

9
月

下
旬

に
所
轄
の
市
町
村

長
及

び
所
属
学
校

長
に
通
知
し
ま
 
 

す
。

ま
た
、

県
統
計

協
会
機

関
紙

に
も
発

表
し
ま
す
。
 

ロ
全
国
コ
ン

ク
ー

ル
へ

の
出
品

各
部
と
も
県

予
選

の
入
選

作
品
中

5
点
ま
で
を
全
国

コ

ン
ク
ー
ル

に
推
せ
ん
出
品
し

ま
す
。
 

ロ
応
募
作
品

の
所
属
 

入
選
作
品

（
佳
作
を
含
む
）
 

の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属

す
る
も
の

と
し
ま
す
。

ま
た
、
 

入
選
作
品

は
返
却
し

ま
せ
ん
。
 

詳
し

い
こ
と

は
、

市
総
務

課
企
画
室

・
統
計
調
査
係
（
。
 

⑩

2
1
1
1
番

・
内
線
3
1
8
 

番
）
 
へお
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
 

津
軽
を
中
心
と
し

た
ふ
る
さ
と
に
伝
わ

る
昔

こ
を
子
供
た
ち

に
語
っ

て
聞
か
せ
た

リ
、
わ
ら

べ
唄
に
あ

わ
せ
て
ま
り
つ
き
、
 

あ
や
と
り
、

竹
き
り
、
 

あ
や
こ
な
ど

の
手
遊

び
を
や
る
会
で

す
。
 

子
供
た
ち

に
ふ
る

さ
と
の
良

さ
を
伝
え

て
い

こ
う
、

遊
び
を

創
造
す
る
楽
し

さ
を

知
っ

て
も
ら

お
う
と
、
 

地
元
の
お
じ

い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

を
講
師
に
迎
え
毎

月
 

五
所
川
原
人

権
擁
護
委

員
協

議
会
第
二
部
会
主

催
、
青
森
地

方
法
務
局
五
所

川
原
支
局
、
五

所
川
原
市
、

稲
垣
村
後

援
の
「
 

婦
人
と
人
権
」
を

テ
ー
マ

に
し

た
記
念
講
演
が

六
月
十

三
日
午

後

一
時
か
ら
働
く
婦
人

の
家
に

お
よ
そ
百
人
が

出
席
し

て
開
か

れ
、
座
談
会
で

は
活
発

な
意
見

の
交
換
が

あ
り
ま
し

た
。
 

こ
の
日

は
、
青
森

地
方
法

務

局
五
所
川
原
支
局
長
の
佐

々
木

責
氏
が
講
演
、
出
席
者

に
感
銘

を
与
え

ま
し

た
。
 
 

一
回
、
図
書
館
で
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
 

会
で

は
た
だ

い
ま
、
会
員
を

募
集
し

て
い
ま
す
。

昔

こ
を
話

し
て
く
れ

る
方
、

紙
芝
居
を

や

っ
て
く
れ

る
方
、

遊
び
を
教
え

て
く
れ

る
方
、

ま
た
直

接
子
供

に
接
し

て
い
る
お
母
さ
ん
、

お

父
さ
ん
、
保
母
さ
ん
、

幼
稚
園

の
先
生
等
、

昔

こ
、
わ
ら
べ
唄

に
興
味

の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た

で
も
歓
迎
し

ま
す
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
立
図
書

館

（
 

。
⑨

4
3
3
4
）
、
ま
た
は
小

枝
指
（
廿

＠

4
5
7
7
）
ま
で
 

囲園囚図圏 
五所川原市立図書館 昭

和5
8年
度
 
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

中国の神話 君島 久子 男と女の交差点 円地 文子 

哲学の復興 梅原 	猛 神州百鬼伝説 志茂田景樹 

政党政治の雄 高野 	澄 厚化粧の女 上 
フランソワ
―ズサガン 

リンゴ栽培の実
際 

三上 敏弘 'I 	下 

田中軍団最後の
戦い 

結城 三郎 優しさと強さと 早乙女勝元 

櫓山節考 深沢 七郎 
娘の結婚 

息子の結婚 
士岐 雄三 

津軽の叫び 水木 幸夫 黒 白 	上 池波正太郎 

海のアンソロジー 芳賀 清一 II 	下 II 

エスペラント原典 
ラザ・レ・
ザメンホフ わがモラエス伝 佃 	責夫 

現代中国語成語
辞典 

上野 恵司 眠りなき夜 北方 謙三 

史談家康の周囲 山岡 荘八 晩年万華 日高 	登 

図解 
レーザー読本 松田 	徹 現代家族 黒岩 重吉 

解
 
説
I
 
C
 

の
 
基
 
礎
 

牧 	康之 花ことばは沈黙 結城 昌治 

インテリア手芸
の本 

宮田 	保 若 い 葦 三好 京三 

捌まあさんの薬箱 佐橋 	慶 墓場なき死者 夏堀 正元 

犬の上手な 
飼い方 原田 知明 わたしの茶の問 沢村 貞子 

美の思索家たち 高階 秀爾 遺された妻 上坂 冬子 

資本主義の 
先駆者 

村上 元三 ガラス細工の家 倉本 	聴 

南極第一次越冬
隊とカラフト犬 

北村 泰一 その愛は 
損か得か 

石川 達三 

津軽の惣菜 高橋みちよ 聖 家 族 日野 啓二 

わらべ唄と昔話を聞く会 
「婦
人

と
人
権

」
を

テ
ー
マ
に
記
念

講
演
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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